
龍谷大学国文学会・龍谷学会共催 
学術講演会のお知らせ 

 

◆期日 ２０１８年６月３０日（土） 

◆時間 １６：００より 

◆場所 龍谷大学大宮学舎 東黌３０１教室 

一般聴講歓迎（入場無料） 

 講 師  

榊原  千鶴  氏 （名古屋大学男女共同参画センター教授） 

 演 題  

日本の近代化と皇后～明治期の女性教育書を手がかりとして～ 
 

 講師紹介  

南山大学文学部卒業、名古屋大学大学院研究科博士後期課程満期退学。博士（文学）。 

専門は、日本の中世から近・現代に至る女性教育史および日本中世文学。 

プザン公認マインドマップ教育フェローの資格も有する。 

 

 主要著作  

『烈女伝 勇気をくれる明治の 8人』（三弥井書店 2014 年） 

『日本語上手。ひと味ちがう表現へ』（名古屋大学日本語表現研究会編 三弥井書店 2006 年） 

『女訓抄』（共著 三弥井書店 2003 年） 

『平家物語 創造と享受』（三弥井書店 1998 年） 

 

 主要論文  

「〈銃後〉女性教育にみる古典―昭和 10年代、『建礼門院右京大夫集』はいかに読まれたか―」 

（「日本文学」 2016 年） 

女子用書簡文範の鼇頭と軍記物語 ―『通俗書簡文』を手がかりとして ―」（「日本文学」 2011 年） 

 

［お問い合わせ先］ 
龍谷大学大宮学舎 日本語日本文学合同研究室 

℡ ０７５－３４３－３３１１（代表）  



龍谷大学国文学会のご案内 
 

 

謹啓 梅雨の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、今年も例年にならい、下記の通り龍谷大学国文学会総会および研究発表会を行う運びとなり

ました。参加費は無料ですので、ご興味のある方は、是非一度足をお運びください。 

謹白 
 

記 

 

日時：2018 年 6 月 30 日(土) 

会場：大宮学舎 東黌 301 教室 

時間：13:30～15:00（13：00 より受付開始） 

 
■研究発表会（13:30～15:00） 

・俊頼判における歌評語「たましゐ」について 

本学大学院博士後期課程    藤原  將寛 氏   

・稲垣足穂「煌ける城」におけるロード・ダンセイニ受容 

本学文学部特任講師   高木   彬 氏   

 

■総会（15:10～） 

 

■龍谷学会共催学術講演会（16:00～）→ 詳細は裏面を参照下さい 

 

※懇親会を 17:30 より予定しております（於 清和館 1F 生協食堂）。 

学生の方は、会費 2,000 円となります。 

 

◎研究発表者 2 名の発表要旨につきましては、龍谷大学国文学会公式ホームページ

（http://d.hatena.ne.jp/ryukoku_nichibun/）に掲載しております。ご不明な点など、お問い合わ

せは日本語日本文学合同研究室までお願いします。 

 

E-mail： ryukoku_nichibun@yahoo.co.jp 
電話： (代)075-343-3311 

以上 


